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基研研究部員会議議事録

1. 議長団報告 (大賞 )

O 叫前 回,数理解析研究所 の専門委員を吻研連に対 して,基新研究部 員会議

推薦 つ ることを決め,物研連にその叡救 い方 の検討 をお頭い していたが,

その鎗桑 を小野氏から説明 して頂いた上,議題 bを行 うo

o 約回,科研卓の問額の藩論をまとめ,部 員会議か らの要 望寿としてJSC

第 4部,横棒萎,吻研連 ,物小委にあてて提 出する ことになり,文案は牧

･船 田両氏 と議長tIq]に-任 されたが,別紙資料の ように まとめ, ヒ記のと

ころ-送 ったので了承 されたいO (前部 員会議貞科集に掲載 )

O 主な理論初頭頑究室椿の人事交流 についてID調査を行 って,そのまとめ

が損料にある ｡ (資料番 頭)

それを参考 にして議題 iiに入 りたい (～

J 研究部員/恥辱外出張 を した場合,部員の補充は今 までどのようになされ

ていたか 〔たとえば任期 甲,半数 IUJ出席できない というよ うな場合 (山本

邦夫氏【′ト年蘭出張の場 合)をど うするか ｡

巨翫 議〕 , 短賞翫離 )出演で草城 朝 立は出席できる程妓な らは.梅に本人か ら
辞退の 嘩 し出かなければ商売をす る必輩は'まい C,今 回0,山本氏の場合は柄

充 を Lfi:い｡･

U 中嶋 頁 亜章夫が道営秦負に,な られた (d月 ′i目付),碓 って研究邦員お よ

ひ議長は解職 になーるので,郎 当滞 よひ璃長 の後 壬々を考 える必豊があるO

･こ ･Jl拝 は感適 とで承認 を求め る｡

∠. 新潮碓和泉,新 議長 J)歎認

新研究部員には先回部 員達挙 の際に吻廃園孫の次点であ った O

都築俊夫氏 (九天理,助教授 )

新議長には先回議長選挙の原に物性嫡 孫の次点であった

豊沢 豊 氏 (栗太物性研,教頭 ) が承貞忍された｡

5.･基研戒告~(湯川)

〔入寮〕(敬庫嘉 )
(着 任) 玉垣良三 教 ､援 10月 1目付 北大.理 より

小沼通二 ′ 助教採_ 同 上 東大.連 より

(ア トム型) 中川公子 10月より bヶ月
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慮誹研究部員会議議事録

川村 清 (物性研,助手) 1し)月18日より1ケ月

二宮劫輔 (名大,理 , DC) ′iU月′i7日 ,,

松本貿- (金釈大,理,助教捜)1J月25日 ク

(外人招牌 )

Bent A.S申rensen (NordiLa研見貞 )E

HansA.Betbe (Cornell教授 )

Nor皿anAustevn (Pitzberg助教硬 )

A-de shalit (Stanford客員教授 )

㌔a.E.Marshak (Rochester教授 )

7-9月 (5ケ月)

9月 (1ケ月)

ク ′

ク //

1i月 ',

4. 計算顔の件

(矢島) 今年旋研究計画で提 出されたものは消化できるか,予算の総額か

らはまだ少 し余裕がある. 追加或いはコマ～Vヤル -ベ ースでの計算 を

公募 して認ゆるかして,今年反,jl,予算を使 い切 ることを考 えたらどうか,

東大センターは 12月造, 工B M は5月 15日迄に使用 したものが,本

年度分 となるO

(湯川) 研究部員或いは研究計画を出している人など,一部の人にだけ有

刺 ということはまず いが,本年度は間に合わないので,既に出されてい

る研究計画の範園内で追,,7jDを認め,残 りに･ついてはコマーシャルの申し

込みを受けるということでないとpracticalではない 0

(小野) 長い計算は康大のものを使い,長 くな く癌采を早 く欲 しい場合は

コマ-Vヤルでとい うように,できるたけ有効 に使えるように考 えるの

が良いと思 う｡

(川口) 核研専門委では 1口5万円迄で届出制で行 っている｡ 基研でも研

究計画の時は っき りした見通 しがないとい うのでな くt5U～5U方円位

は flexibleに使えるようにしたい｡

(玉垣 ) 核研では研究会提案 と計輝虜の申込 は全 く無網係である｡基研で

は研究会計画の中での核盛として扱 っているが,このや り方 を変えるか

どうかとい う点が問題である｡

(田中) 前に費用の点および共同利用 センタ-であるとい う頗由で,東大

大型センタ-の利用 を私は強 く言 -'てきた O核研が届出制の枠を設けた
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基研研究部員会議議事録

ので .基研の研究計画 としては応募 しなか った人もあるかも知れない O

現在,東大大型 センターが非常に混んできているLl基桝で今回は糟究会

で認め られたものを凌先すべきたか,他に受け入れる余地も作 って頂 き

たい 〔

(池田) 核研で東 大の共 同利用計等磯に興産すると,予感Jl､半分 しか使用

できず.コマー L/ヤルでもよいと公募 したら5嬉 櫨出てきた.あ まり多

く殺到 した時の処増の仕方について考 えてお く必要がある｡

-(桧乱) 既に計画 として出され ているもの.;,iri時制位を滋良 として追加を

認.め .銭 りは小さい単位で印 し込みを していただいて,その審査 をどな

たかに .浴 用 いするとい っことにした らど うかO

( ) 公轟のひま,,;iあるか,東大の方 は l∠ 月基音0,で無 二翌豆か, コマ

-i/ヤルほ ご)月 ′i〇日迄 ,pi-ら可壷, しか し,その場合咳庚の ように5万

lijでは少独すきて栗東上意輝かない0 1時蘭で ∠〇カ月杜底であるか ら

''''''o

(小野) 適当な頑としては 1∪～15万円ということになるだろうO

(議長) 応雇が双劃 した場 合の処頭は,議長団は不適当と思 う,基桝の中

(Jjどなたかにや っていただけないか｡

(湯吊) /･L,-ルを決めて頂けば,今也だけは,基厨の計算蛍委員かや って

議長団に承認 して適 いてもよいと思 うo

L商議｣ 今年度の問題 については,研究計画 として出ているものの追加を
ある緩 良認め,他に申込 を公廃 して (1JV 15万円単位)その膚盛 は

基研計鼻委員に まかせ,嶺長頭0:I)承認を うる r

来年度か らのことは2月の研究部員会議でもう一度はかる ｡

また,計重責 を慮 った人は,報告 を出すことが改めて確認 された0

5. 列人招硝

嶺在 までに使用済 の金額 は予審144万円に対 してd5万余円であ'るO

基研露議員会か らJauch (Lyユネーブ大学,素粒子 ) (12月),

R.Street (オース トラリヤ.物性実収 ) (1月 )の要望がある . その他に

Baym (物性 2月頃 2ケ月) sudarshan(1 or 2月)の名が出された七

釆 日は必ず しも確定はし七いないが,全部認めてお くことにな った0
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また,来年度の統計力学 o)国療会議 の時の来 日外人の予定が,桧四民よ･J)/7ナ

ウ ンスされたo

C.N.Yang,Montroil･M.S.Green･Lieb,

Ⅳ ･.:jrgeland.,FrahllCh,MazurIKasteyn,Uhlenbeck･

FISher (LM.LlfshltTZ･Langer,Dearl･VISrner )

(括弧内は未定 )

a. 数蓮解析研児所専門委員推薦につ いて

小野氏 より,物研蓮幹事会での=-#告が された後,今回 の研究部 頁会議 では,

奴 動 #析 研究所 の来年度 LT)尊甘委 員 として松 田博覇 ･川口正噛両氏 を吻 研連

に握 璃す ることに決定 した ｡

7. 数理解析研究所研究計画募集 について

(松 田) 数_理研 で行われ る研究会寺は,一部 耕 運 と蘭蓮採 いもojもあるが,

琳究計画の轟集 などの インフォメーションはあ まり見てない人 もおると

思 う,今回 r索麗子論研究JIP 摘射程研究 ｣に ttお知 らせ "として掲 載
したか, この部員会議でも;f意 を喚起 して,今佼適切 と思われるものは

応轟 され ると良 いと思 うハ

(荒木 ) 公募 は年 2両 (15月〆切 と ′i2月〆切)行 う,年 商研究計 画 ノ̀)た
めの予岸は 〇 二一bLjU万授 産 o 研究東 胡 として,長期 ･短 瑚 (個刺 ),

(共司),研究集会 の4つ 0､･カチ コリ-か あるO

(川 Iコ) 攻学 者との コンタク トか ある方が良 いし, また,かな り教頭桝で

や ることに意味のあ る四谷昭 も0:)でないと尖折)1しいO

(桧 Irjj) 酢 姉究調量会議の燦に親 r-LE桝に応癖するよ うに とい うことであ っ

た ｢計算梅 ISimul_at10nに よる多体増感 の研究｣ (予算要求 5∪万円 )

は･歌碑桝 では山内二部氏代表者 ,J･)｢近似計 簿を simuLation.rL=よる近

似庫法の研究｣(旅-;三尊5U万円) と合併 された上で認め られ た O しか も,

報 か不足なので追加予塵 が生 した場合に優先 するとい うことを改め て承

認 して頂きた い√､

b. ′他の蘭連あ る共同利用研究所委 員会 との連鰭 について

日量案説明j (嶺長団 )

某所が増強あ る共同刺伺研究所 とどのよ うな連増法 をと っているか,特 に
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基研研究部員会議議事録

この研究部員会議にもし,その研究所か ら出席者がいない場合には オブザ

ーバー を呼ぶ とい う慣行があるがサそれほどの レベlノレで行われてきたか と

い うこせ.･および, こうあるべきだ とい うことの確認をしたいO核研 との

場合,核理専門委員会 と碁研研究部員全高とが対応す ると思 うが,実終に

核理専門委の幹事に液蘭 はいっているか｡

(牧) 核研小委 は基研運営委員会に対応するが,基研からは所 員が オブザ

ーバ一一として出席をしている｡ 委員会 の レベルでの交流 も必要かも知れ

な~いが,所員も実虜 の唐津を負 っているわけ7:LOjで,或 る委員会に適 蓮

あ る共両利用研究所の所員が出席 するという方 法で よい と思 うa

(大槻) 今までは研究部員会議は核研究所員 (出席者がない時は)をオブ

ゲ-パ-として呼んでいた.7jl,核理専門委 の方に来て掻 いた記憶 もあ る O

(湯川) 核埋専門委の側はどうな っているか｡

(池田 ) 今 まではいつ も基餅の部員 とオ二バーラ.lJプがあ ったので,その

人が 兼 ねるという了庫であった O

(敏 ) Case by Caseで良いか も知れない｡研究計画を審議選択する苔

で,必婁あればァ誠長頭の判断で核桝の方に加 えて核建専門委か らも来

て適 くことがめ -･て よいのではないか｡

(湯川) 物性所の方はず っと部 削 二両 人かおられ たか ら問題はなか ったLl

〔痛論〕

商運 ある共同利用研究所 (核済,物性研,致理研等)か ら出る研究都鳥

会議0)オブザーバーは,所員の レベルで良いことが慮認され, また, 池に

必妾があれば議長団の判断で適宜来ていただ くとい うことにな った o

t5′ ォブザーバ-,代理出席について

離議題 の場合以外で, オブザーバーとしての出席については,研究計画提

案や議題説明等において,議長団が是非必要 と判断 した場合にかぎり認め ら

れ,単に部員の代理 とい う形では認められないとい うことを徹底す るとの こ

とが了承 された 0

9. 基研研究部員会議で行 うことの提案

(1) 研究計画の今後のあり方

〔提案艶 明〕(牧)
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所員会議で議論されたことを報告する｡

基研の研究会予轟 は虜はい状態疋が,計画は年々増 してきている堀状

である｡ 時 々は, これまでハや り方 Li-転結LTfか ら,今後 のあり方を考

える(]_)も良いと思 うO また,来年は基繭の i5周年を迎える｡次の部員

会議で糾 しい研究計画を考 える素′渚として,今 日は,研究計画のあり方

-鹿 について,首由な討論 をして頂きたいO

(凄紬 i)､研究者の数が増え, また,その平均年令 も上 ってきた ｡ そのため

に新 しい人達が研究会に表.裾でぎないとい う傾向か近F.;i'iめた ってきた｡

基粛 としては,い くつかの試みをはじめてお り,ア トム型として 1ケ月

のものを新たに設け,大学院在学中の人 も何人か釆たが, まだ広 く普及

しているわけではないO

また,JrLi'が しい人にゆ っくり勉強に来 て頂 くとい うカテゴ リーもあ普

り塵J慮的には実行されていない O

-つの jF'完計廟はどの くらいでメ ドをつけたち 良 いのか,何 年や って

も養わないのか, ということも検討すべき問題い一つであると思 う｡

シ′ンポ7JJウムについても特別 なことがないとできに くいが,米韓(,iた

またま io周年になるので,何か少し大きrfものをや ってみるというの

も,一つの素である･o

(71,,I,it出) 予/韓･J)樺が根 ら･h /ているが,夢甥語 を言 うと中国内たけで/iく外

国か らも人 を呼ぶ と勘 等詫研究 を･す るとかできた ら5.i:い O 有馬氏か,

原子核 .,I.)蔵 潮犬嚢 j)映画をつ くりたいと擾 薫 していたか, このよう7:f企

画 も仲 々面白いと思 う｡

(出甲正) 基桝の研究会は自分にと-て有効な役割 を果 して果たと思 うo

Lかし虞にすすんで,基礎的には物事 を考 えることも必要 と思 う｡その

ためには世話人の功 きうる自由笈 をも っと保証できないも,))か,遵痛覚

などを覚 々と要求できないか,研究会でセンL/ヨンの最後に行われるま

とめの議論が始めか ら出るよ うな集いをもってはどうか L.お互いに良 く

交流 をすることも考 える必要があるO また,年に-娃位 は,研究部員プ

ラス世話人役で集 って,反省会や今後の見透 し,内外 の情報などを話 し

合えぞときがあ -,てもよいのではないか,古手 と若手の交流 も, もう少
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しあ ってもよいと思 う｡

(牧) 長都 昂続けてきた研究計画に幽 しては,長 い rangeに亘 っての総

括か必要ではないかっそのような総括が部 員会議の席上で十分に検討で

きるような手段 を碍 じたい｡

(大開 ) 研究計画の結果 を論文 として出す とい うのは,いままでどの位 い

なされてい るか｡

(湯川 ) 長 く続いているものは大体 サブJL,メソトに でているが,サプルメ ソ

トは調横着道外は読めないか ら,別に,それについての紹介や者 を威せ

るのも有効 と思 うO

(桧出) .物性の方でも大儀は出 されている｡

(川tj) 最近 ,実験の人 と避論の人 と接触々座れてい くような気がするO

以前若手か ら ｢宇宙線嶺域 と瓜題 ･忘磯城におけ る素粒子物理学｣とい う

研究会が提案され,理論,実験含掃.の集 りが計画されたか,それ もこの

頃は, また,理論家 ばか りにな ったO核力 とか宇宙線 とか, これ まで美

鈴 が認め られているグル-プ というのは,必す実演 と密接であったとい

うことを忘れてはな らない｡

(湯川ノ 国内でそれ程多 くの実験ができないとい う実情 もあるO また,基

研 prQPer/lf.もの として換 ってい くものか,実験 と密接でないものをい

う傾向 もあると思 う｡

(兎出) 扮性の方で,今笈行 う rs0R分光学 と Storage Ring｣ とい
うのは実演の人 も入 っているが,物性では一 般に研究計画 も吻牲研 と基

研 とに区別 して応虜 している醸向がある.

(天資) 私が大学 を卒業 した頃 と,巌,走の感 じとはずいぶんちか ってお り,

__研究会が学会を小規模にしたような傾向がある ｡ 昔 は,基桝に来て, こ

こで研究 をするという感 じだ ったが,今では, 自分のところでや 〔た こ

とを発表する称 ナとい う-ことにな ってきている.

金や人数 の瑚娘 もあるので,名琴は出てこ年いの牢が-････O

(執 り) 初期に較ぺると,各研究室が大 きくな.-布O各大学 の研究室で既

に大きすぎるとい うことがあ る｡

(田中正) 規模が大き くなると,かえって diV?I.牲 する傾向があるので･
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増 々全国的な共同するということが必要になるO

(丸森 ) 原子核が現在大爵民の言われるか っての理想的状態になってきて

いるのではないか と思 う｡ r原子核における4凍 相調｣では,各 グルー
プが異 った特色をも って仕事を して,基研 め研究会で互に検討 し合って

次 の ,step を議論 しているし,また, ｢原子核における集団遵功｣ など

は, ここの研究会を通 じて実験家 との contactもさかんになっている｡

日本で独自のものを創 り出そ うという意欲があるO 今度の国腰会議でも

非者に吉平価 されたO

(小沼 ) 原子核の今())状態 とい うのは,昔の索痘子び刃犬塵 と似 ている!))だ

と思 う｡ その位の噂 はそのや り方が成功するかも知れないが,中身が変

ってきているのに,型だけはそのままでいこうとするのは無理ではない

か ｡

(植原) 長明 ･短期研究の特 徴はどのように生かされているか ｡

(牧,jlHj) 長調はやはり短湖 とはちか う,長期研究計画 Jil廃 合,規模の

大 きい研究会 を年一回だけ行 うだけでか っこても,毎年 こ0.'I年0~)うち.Ii

Lようとい う聞題 を用してや っている｡

(池用 ) 形式 よりは,ねらいが はっき りしていな.いと周る力ではないかrj

(牧 ) 成果の発表や情報交換に とどまらす di･SrJuS,Sionを してとい うこ

とは,反対 ごはないが,物通学 ･,･･)進歩とい うものには無形 ,/)ものも私達

な役割 を .栗 していると思 うo零細夷のようなもいとか,上手に t汀range

された情報交換 も意味をもつ,学会の行事 と･まこの点で大きな養いがあ

る ｡

L(､川lj) ijクエス トの ようなもU_),例えては, ｢素商域の語を聞く会｣ とい

うようなものをや って,湯両先生や片 山先生に main ､speakerにな っ

てもらうというようなことをや ったらど うか｡

(湯川) ある程 寛そうい う性格であ ったものに ｢成人学夜｣が基 -,た 〔そ

の時のね らいは二重にな っていて,.一つは年配が若 い人に リクエス トし,
I

も う一つは若い人が,年脚 ニッ･･クエス トす るということセあ った0

--VンポLyウムの提案について-

(東 研)- 15周年に亘 っての基研 の歴史 をふ りかえることもよい｡
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(松田) "基研 15周年 シンポi>ウム"というような研究部員会が主催す

る研究会をやったらど うかO

(牧) 昔 ,部員会議で提案 されて,将来のことを語 るようなものとか,方

法論の議論 をする研究会が行われたように思 う｡

(田中正) レンポジクムと言 っても人数 によって変 -てくると思 うO
記念事業ならかなり大がか りで,特徴あるものになるだろう｡

(小沼) 記念大講演会 の他にもうーっ,たとえばあらかじめ自己批判のよ

うなものを持ち寄 って,小人数のものもや った らどうか｡

(湯川) 宣伝でもそれができるとい うことは非常に良い｡先程,丸森さん

の原子核のそれを聞いたが,予軍 を取 る時のものとちか った宣伝は,皮

省 のきっかけを与えてくれる意味で良い と.思 う｡

(豊沢) 物性研では今年 1J周年記念なので, ｢物性研19〇7年から

1ヅ67年 まで｣とい う副題の小冊子 を出し,物性科学 とは何か とい う

ことの解説 をPRを兼ねてやる予定であ,b o

(小沼) 大きな研究所では,AnualReportというものを出しているが,

基研のその ′i5年版 というのを作 ったらどうか ｡

〔まとめ〕
研究会に示 ､ては.,提案のさいに研究計画0)目的 と組織 をも-とてい

ねいに説明 してもらい,また,研究会 のやり方の新 しいアイディアも出

してもらって,具体的に検討す るO (募集要項 の書き方 も少し変えた方

が よい_oy 15周年記念の企画については, (今 日,案 を出しても思 いi

つきになるので)2月q)研究串貞会議 までに原案 を基研側から出しても

らうC,

t2! 講演 ･討論等

(岩撃 ) 原康夫民からの手紙を読む, (略)

(河原承 ) 庶民の慮実 員和 ま二つあるJO 一つは今 までの研究会の評価など

の必要性か ら,もう一つに, この研究部員会議は全国の素蒐子 ･原子核

･物性の方々が同時に集 まるとい う,他では仲 々持ちにくいチャンスで

ある｡ この機会を利用 して,各分野のことをわか りやす く話 してもら う

ような会 をやったら面白いのではないか, とい うことである｡
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(湯川) 電子計算梅の色々な使い方などという話をやったらどうか,基研

の概算要求 の必要かどうか0:)判断 をするためにも有効 と思 うC,

〔結論 コ この間題については,次 の研究部員会議ーまでに色 ′々考えて,必要

なものは,会革の前 日に Arrangeするなどしたいo

/此 組織助手について

(議長) 現在の組戚助手の任期が来年の5月できれる｡ 再任 は可能だが現

在 この城にいる寒竹 さんは一身上の都合で任期ざれを機会に辞職 を希望

している｡やめることを認めた場合,今後の制度()_)あり方について希望

その他を出して頂きたいO

(湯川 ) 組織助手は ILJ年ほど前,約 2年lJaにわたる討論があ って出来た

ものである｡その仕事の内容が研究者でも,普通の車ノ酢 成員 であ っても,

不適 当であるために,このポス トが設けられた訳で,もし今後組成助手

を直けないとすれば,かなり議論カ㍉払嚢 である G 組擁助手は理工系大学

出身 でなければならず,適任者をさがす事は容易でないが.寒竹 さんの

｢任期切れ にやめたい｣と云 う希望は認めざるを毎ない Q

(河 原林 ) 研めて組磯助手にな られると,その仕事になれるまで半年～1

年･はかかるたろうO-したが って任期は5年の方かよいC

(川口) 組織助手は今後も必要である.なお,扱大基礎工では必らず Lも

埋工学出身ではな く,刺,えは家政学科卒業の人が助手のポス トについて

いる｡基桝ではど うたろうかハ

(庶虜係長) 多分理工系にしぼる必要 はない と思 う｡
(議長 ) その点については･',いづれ詳 しく鼻桝の方 で調べていただきたいo

(甲村) 適職助手は必要,出米れば蓮工系の人が良いけれど,年令に幽係

な く善い人 をえらんでいただきたい｡

(議長) 寒竹 さんの辞意は認め,任期は 5年 として次の組織助手を出来 る

だけ広範に, これまで通 りの手続きに従 って公募することに決定する｡

なお,適当な方を知 っている方は,その人か公暮 される様,ご鏡力願い

たい ｡

ll.継続議題

(1) 国公私立大学周の移動に伴 う待遇問題
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＼

(小野 ) (資料の説明)

待遇 と恩給が問題 O 給料については息--1>国の場合,国立にいた人が毎

年特別昇給をされた とした時に到達できる報 まではもらうことができるO

恩給 については改善案が 5つ (資料参頭 )あ るが,どれ も問題があ る｡

(古市) 私立の立場,給与規則に よれば必ず しも不利にはならないが,莱

軽には受け入れ側 と本人 との折衝できまるO心理的なバ リアーがあるO

共済組合で積み立てた金が裏づけになるので,私立学絞教触員組合に加

盟 していれば間藤は少ないが,立教大学 は加盟 してい笹 いC.大学理事会

は入 る意志がないとい う｡

学術会議か らでも廟きかければ,入 るキ ?カケになる O

(小川) 何故,入 ろうとしないのか ｡

(古市) 理由OLJ一つは足止めとい うキュアンスがあ る｡ もう一つは私立 紘

大学 の構成員は文科系が主で,その人蓮 は一般 に移 ることをしないので,

理亨醸されない.

(川口 ) 赴草旅寓がある人に出て,ある人に出ないこ､とがあるO これは発

令 日の住所できまるOまた, Ph.Dをとる時期で,初任給や昇給が変 るO

こんなことは,マニ ュアルをつ くって損をしない ようにしようではない

か ｡

(天爵 ) ヨ- ロブ_Jミか ら教育大への赴任凍 顔が出た という例 もあるo

(小川 ) こうい う蘭越は,基研以外のも っと広 いところでず ロンされてい

ないのかo

(川口) J S Cの研究責委員会 (青野委員長)に数年前に持 って行 ったが

理解 されなか ったQ

(小沼) 物理以外で人事交流のさかんな分野があれば,い くつかで共同歩

調 を取れるだろう｡ (例 えば数学)

(小野) 考えていたよりむづか しい問題ではないと思 うか,外にも ってい

くには,も う少 し煮 つめ る必要 もあるO

(小沼 ) 小野氏にもう少.しの人が協力 して,次回までにJ SCへ持 ってい

く文案 をまとめた らど うか｡

(敬) 退蔵年金については,資料の b案が良いと思 う｡ これを基礎にして
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話 をすすめてい くことと考えるべきではないかo

'塵境等議にせずに,一応区切 りをつけることにしたらどうか｡

いj＼野 )､ 現在の法律 ではどうな'っているとい う解釈はなん とかできても,

これを変える可能性 ということになると,誰にきいても判 らない ｡

(西島) 私-国だけでな く,逆に移 る場合も可能でないと,私学か ら反対

がでる(DではないかQ

(湯川) 周 立●よりも卜公私立が色々な意味で有利になるのが良 いC 私立なら

その気になれば厚遇 はできる筈 と思 うがo

Lまとめ 〕

一応 この研究部員会議ではb秦 (国立大学における退職年金の算定の

さい, ｢私立学校共済組合の組合員であった期間をも合算するように法

律 を改める｡｣ という案,資料参照)をおすことにし,更に待遇 を艮 く

する問題を含めて, 小海 ･古市 .川ljS氏および議長団で案を作 り,い

くつかの所に要望 を提出する｡提出先についても任せ る｡

f21 主な理論/物理研究室間の人事交流について

渦蔓 のまとめの表に･ついての説明がされ (資料参娼)それについて討論

が された'C,

(谷川) 東 大 一京大はやはり所属大学 と出身 大学 と同じという率が高い(､

(玉垣 ) 官軍綱 jの表をみると､,教授か ら講師 までほ確 かに動いているよう

に思 うが,助手が出身大学ヒ所属 している率が 52虜ということは,動

いてないように思う針 的にきめる必要はないがo

(中村) 大学 を出て,すぐ,その大学の助手にならないようにとい うこと

に賛成である｡

(湯川) 移動 をしていないかと思 っていた教授 クラスの人が,案外そうで

もないようた,25感oそれに比べ助手の52%はあまり動いてないの

ではないか ｡

(駕見) 湯吊先生の言われ ることは少 しおか しい,助手が半分動いていて,

その人達が助教塵になる時, また,半分教授 になるとき, また,半分と

い うように計算すれば25感より小さくなるOだから/教授 の方か動い

ているとは言えない0
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(沢田) 大学院生の就職の情況 を璃ぺる必要がある｡ 卒業生が少いところ

埠J 外からとらざるを得ないとい う事情 もある O

(小沼) 助手 の大学別 (D.C をもつ大学のみ)出身 大学 を表わすと,

素 粒 子 ･原 子 核

勤務先 と同じ ちが う

北 大 S 7 1

束 北 s S 4

東 大 S 9 5

日 大 S 8 9

教 育 大 S 2 8

名 大 S 15 6

京 大 s 11 1

阪 大 S 6 5

広 大 S 2 5

九 大 s 1 1

物 性

勤務先 と同 じ ちか う

0 0

15 5

6 0

5 占

1 0

4 5
7 5

5 01
ノ /

4 0

(大貫 ) 助手の交流が良 くないのは事実認めざるを得ない 8

(谷川) 自分 の所に艮い学生がいる場合には,助手にとりたいという希望

が強 いと言 う人かいるO

I(軌 LD 大きな大学院 をかかゝえている所程,はっき り問題,,Ji革 らわれてい

るO

京 大の素粒子 ･原子核はいかん ということが,あ らためて判 ったO

( )..,物性では,東大/疲大 ･･.I,I-O

(船田) 助手ばかり轟轟 されているが,.教授 も,同 じ所で在任期間 iO年

以上が 75留というのは良い状態でないO

(丸森) 年配になると移 りにくIL､から,ある年配以下に任期をつけ,雑用

を一切のぞ くよラにしたら交流が良 くなるのではないかO

(川口) こんな議論が行われてなるべ く交流 した方が良いという空気に な

り,l各大学で適当.に:この資料が参考になれは,最初 の提案の意味は果 せ

ると思 うo

(大槻) もう少 し手を入れ,資料の説明 も加えて,素所などに発表 しても
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らいたい . 平均滞在期間も一度 出してみた らよいO

〔結論 〕

この塵鏡問題も一応今回で打 ち切るO この Tableは今後のそれぞれ

の大学で参照 し,交流 のために役立たせ■るために, ｢素粒子研究｣や

｢物性研究.｣ に載せる0

1∠.基研 の大学院問題

〔説明〕(湯川) (愛国参蛸 )
京都大学では最近大学院 の規則 を変え ようでないか とい う動きが出て

来 ている0 2週間前,研究所長 ･部局長の懇談があ った O その痛栗 は,

学吾銅ま理学部 を検 いて全納 A 案を支持 し,研究所 は基桝 を醸いて全部 B

嚢 ということにな った o

基研の意見は, もし大学院を持つのな ら別 のや り方が必宴 と思 うので,

む しろA案を文持 しておいたO学内の他 l力共同利用研 (原子炉,数研)

もB案支持で歩調 をそろえることができなかった｡

(牧 ) 所内で笈々ギロンしてきた,A案は塊行のものの多少の手直 し,B

案は,大学院大学が出来れ は , そ0)まま生かせ るような もの,特 に教官

の避考,予審の面でそ うい う傾向が適 い ｡

基研以外 のすべての村蓬所が Jj童に硬放 しているが, 胸 底研といって

も性格 も歴史 もちが う,全部 ホモiyニアスに扱 うわけにはゆかないoし

か し,他の研究所の人と話 し合 ってみて感 じに ことは, B案を強 く主張

す るバ ックグランドは,後輩養成 とい う自分Ol･魂在 tj'必要性か主になっ

ていた ｡

(富田) そ うい う方向から出てきたとして も,Bの方か前進になるという

感 じがするが,基研が,それ を支持しないことが,わか らな1､0

(塩川) ここは,はえぬきを作 らない万か 掻いという方針であ ったoB案

の方が,どち らか と言えば,魂 そつ力が 蔵いと判断 した甘いで,支持 しな

か ったO一般論は愛成だが,巨分のところはちがうとい うことは,言 う

ほど矛盾が1菜まるものだ｡

(小林 ) A案 かB素かに決めないといけないかと貸間をしてみた ら,全部

がそ うする必要はないということであった ｡

-250-



基研研究部員会議議事録

基研の所員に理 学 研 究 科 の開係教官にな って頂 くことは決 して義務

づけはしない0億人的な希望は喜んで受け入れ るが .

(大賢) 今までの基研に対する,外からの考えは変 らないが,今後の進展

に対 して,ず っとこの態度を威けることがで きるだろうか o

(湯川) ｢大学院大学｣ という話がいっも也てくるが, イメ-Lyがあまり

は っき りしない ｡他ではどのような嶺論がなされているのか知 らないが,

京 大は今 まで保守的.であっ牢が,学部側がこれだけ譲歩 してきたことは

良 い傾向と恩 .うo

(湯川) 前に話に出た,D.Cをもたない神戸大 ･金沢大などのこともある

が,それだけを解決する.とい うことは簡単でない｡

(谷川) D.Cをもつ大学 は,一般に商魂的である O はえぬきの助手をとら

ないというのと同棟 ,よその M.C を出た人 を D,C にとることを,でき

るだけ Openにして欲 しい ｡

巌近一部 は艮 (な っているか,各大学が行な って欲 しいO

〔まとめ 〕

今後 も基研 としては出来る慮 り,産米 の方針 を変えない戒でや ってい

くということが了解 された｡

15.大学院学生の旅資と身分について

〔提案説明｣(中村)

大学院生 の学会旅費は,文部省では認めていない｡しかし現実は研究

者 としての活勅 をしている. 例え接吻.建学会0_1講演者OT)約 21易は学 生

によって行われた (今年の春の学会の統計)｡公に旅蛍 を要求するため

には,身分 を変えることが必要であろ う｡具体案 をまとめて,適当な と

ころ (学術会議)に要望を出してはど うか｡

(湯川) 基研では出しているO現行法で絶対に出せない害はない｡

(庶務酉島) 基研では非常勤講師 として, よその大学院学生 (京大以外 )

は発令 し,公虜童と…して扱 っている｡ 旅費も出るし,保証 もあるo

(大観) 核研では認め られていない｡

(小林) 蓮掌部では,学生旅盛が出るのは実習 ･野外演習が認められて い

る地質 ･動物 ･植物のみ ｡
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(小野 ) 大学院生 を研究者 として認める<_きであるということを前か ら主

張 している文部省が,努力 したが,大蔵省でダメだ った ときいている｡

(小川) 大学院生に演習をしてもらって,副手のような埼格にならないか｡

(蛸島) アメ リカでは,AssistantShlP というのが与えられ,jen10r

staff という資格になり,給与が払われることが出来る｡

(川口) 実験でけが をした時の保証 もないO先生かポケッ トマネ-を出し

ているらしいが,死んだらどうな.るか｡

液体水素 を扱 っている学生です ら,何の保証 もない｡

(･義長) 学生で為るとい う規定が非常には っきりしてしまっているo 今,

具体的にどの程 度 ･J)ことができるか O

(中村) 傾法や廃ったや り方で解決 していると, 本皆的な問題は余計悪 く

なる｡

(湯川) 基桝には大学院学生はいないから,ここが中心にやるというのは少

しおかしい｡

(議長 ) 今 まで出た事情を,各大学に反映 して頂 く｡

i4.科研貨の件

(牧 ) 今日の部員会議で特にギロンして頂 きたいことは ▲来年度か らの料

研唐の申請 の仕方についてである ｡ (資料説明)

(小野 ) (資料 tt芳田氏の文書 "説明)

今回の配分についてはいろいろ批判があ ったか,7現在胡座理 論 は分担

者 ○/で,かなり無性格にな っている ｡ 統計力学 ･固体電子論と別 々(J)

代表者を虐 いて軍請することになった ｡ 場合によって､は事態が変 ること

もあ りうるから,盟急の場合代表者で相談 することになっているo

｢学術蕃議会中蘭報告｣の説明 (牧 ･小野)

牽料参偵 (この議題の最後 の (荏)をごらん下さい O )

(湯川) 梅産研究 とは何か .Welghtが大きい感 じだが d

(小野 ) p~rojectか決 っているもの

我々が考 えていることと,実質とはかな りちか っている｡ 国瞭領域 と

境界領域 -.-0

(牧) ｢核融合｣を例にとると,総合研究 Btt研究適格を主目的とするも
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ので, ｢再建研究｣ ｢海外学術調査｣等の研究成果 のとりまとめを必要

とするもの "とい うのは,非常によくわかる｡

(小野) 零細なものが圧迫され る恐れが感 じられ る̀｡､

(牧) 奮点的 なものに傾斜するとしても,今 までのや り方なら科研費全体

が堵 えるのなら維持できると思 っていたが, これを読むと楽感できない｡

iJ､汐ッ トに とれば物理でや -7ている総合研究は全部やめるぺきだ とい う

ことになるO今年起 ったことを逆用 しているように思 うO

(丸森) 音ガ リレイとかダ ･ヴィンチが金を要求 した時の手紙 というもの

を読んだ｡ ト ･-･を しますJ ｢･･--を作 ります｣とあ ったが,彼 らのな

した偉大な基適的研究については何も･書いていなか った(,時の為政者は

いつも学問の何たる■かを知 らない政府か ら金をとるために ｢梅定研究｣

二というものをかかげ る心理 と似ていると患 うO

(小沼) 学術蕃盛会は 12月 1日に最終決定 をすると言っているのたか ら

.J~Sic,､がま-だ動いていないうちにやるつも りか,J S ･Cの車 の個人が審

議会に入 っているということと,I S Cが賛成するとい うこととはちが

うO

(牧) 前回の鄭員会議で要望蓬 を送 ったが,それ は蘭題にされたとは思 う
が,今回も,資料 (中間報告)を検討 した上での意見 ということをつけ

加 えて,早急に文書 をまとめ提出するのか良い と思う｡

(小川) 何 か,そうい う型でする必要があるO ｢国家 目豹｣とい う言葉が

今良は うた ってありませんといわれるかも･mれないか O

_(′j＼沼) ｢特定研究上 というのが まさに r商家 巨的｣であるO

(小野) ｢評点｣とい うや り方 も問題がある｡

(天爵 ) 基本的な考え方 を昧っき りさせる必要かあるのではないか O

(攻 )∴r基礎科学についての本来 の､予算的 サJif.- トを確立せるということは

最低限必要 である｡ また,二段購えとか,得点法 とか,審査のや り方,

お よび,科研賀0/,本来のあり方について,具体的に表現する必要があ る｡

(湯川) 昨年 までの総合研究についての考え方を認 めない ということに な

るが,その反論を確立しておかねばな らないO

(谷川) 機関研究 とい う金額はべ らぼ うに大きいが,器械そのものの嬢 わ

- 25 5 --



養研研究部員会議議事録

れ方は有効セないのに,旅費は無駄 と思われているO

(湯川) 金は要 らず,頭 は使 う方はやめておけ,大きな蓋 戒を使 うものだ

けや九 とい う Bl畠 sclenCeのしわ よせで あるO

(小野 ) 小さなものは何 とかなるだろうとい う考え方がは っきり出ているO

(中村 ) 凄いてあるものと同じレベルで議論することは意味がないのでは

ないか, 1JU倍に増えれば別 だが,正面か ら deteil とけんか して本

蜜には到 らない｡

-来年度の申請の仕方にづいて-

(牧 ) 学会でも哉諭された｡素粒子の方は班 を増やさず,従来通 りの線で

要求する方が良いということであ った ｡

(中村 ) 班 を壇 や しても同 じことだ と蕃査委 員に言われた ｡

(攻 ) もうーっ問題になることは,毎回物適学会で審査委 責が選ばれる,

/iutolrlaもIC･ではないが,凄員長かなることか多いO

(小野) 審査員はJ SCから物理学会に戒碩 (傾宜つき5名) して,物理

学会では凄員の摸索 で選んでいる｡2人 ･'7_)香 ,Aが崩jJ者 をピックアップ

す る｡誰 もその理由を知 らない ｡

皆が選んだのではなく,皆は伺 もしらない塊状なCJ1.だO

臨力者にな 1たとき,蕃度 い行程は公表 しないということにな ってい

た O

(甲村 ) 協力増員を 雇甘 さ針 こま/']>せておか.rLいで, こちらから希望する

ようにしてはどうか｡

(小沼 ) -,G査委員が決 ったとき, この人を臨力者にせるを要望することは

できるのではないかo

(牧 ) 痔務委員にな ったが.J S Cから物盟学会に審二度委員を威痩してき

ているのを知 っている,物理学会は単なる トンネルで,物研連に依頼と

い う,昔の慣例にもどすことは出釆るかも知れない(-

〔まとめ 〕

学術 審議会学術振興基本方策韓別委員会がとりまとめた中間報告 ｢科

学研究費補助金運用湾の改善について｣の内容 の検討 をした結果のい く

つかの蚤要な意見 を早急に まとめて要望な り抗議な りを行 うことに決定
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した (責任者 ;基研科研費係および議長団)

(荏)一 翌 日の遵営委員会の助言 も参考にして,後 日,11月21日に行

われる学術会議研究費委員会に蘭に合わすぺ く,学術会議会長列 5

名の方に要望書 を提出しましたO

内苓および送 り先については ｢物性研究｣vol. N0.2 と共に

送付致 しました, ｢研究部員会議資料 そのl｣に くわしく載せて

あ りますので, ご蒐下 さい0

2. 来年度の申請については,素粒子関係は今 まで通 りとし,物性基礎理論

研宥班では, ｢統計力学軌系｣と, ｢国体電子諸関係｣の二つに分けて,

申請す るとのことである｡

15.将来計画

し核特委頚葛｣(沢田)

巌近開かれた委員会の報告が行われ,痔に,素粒子研の現状報告がなさ

れた｡ (詞係塗料参照)

10月 18-20日 学術会議総会が行われた o
o 素粒子研究所の文部省との折碕 はまだ鼻′務段階であって,文部省側の

準備は遅れている｡

J 痔別会計く;)内 ノi5億円を来年度予鼻 として文部省事務 レベルか ら提 出

されている｡

o 東大の軒 を貸りてやるというのか文部省の意向だが,大学側にもいろ

いろ意見がある｡

学術会議o)小谷委員会は 10月 28日に調かれたO

｢共同 (利周)研究所のあり方について｣は 12月 1日予定の学術審議

会で正式に政府に答申する｡

核椿事体制 小委は 1 1月22日に予定 しているo

tsK S報告〕 (大槻)

O -つの問題は素研のことで,発足が遅れているので低 エネルギーでも

トラブルが起っている｡広 い検討 をや らねはならぬ時期であると思 う｡

O もうふっは第2部 のあり方 についてである D

o 科研費と常連あるが ｢研究基金Jの淘づけの作業 を山田氏が中心に行
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っている｡

o 国際交流についてaj研究者の要望を整理する必要があるo

c fellowship()_〕ことでも文部省側か ら ,かなりはっきりしているこ

ともある｡

･ 素研に限らず早い時期に肉づけを してい く必要がある｡

J S,ul政府勧告案 くt共同研究所のあり方 廿について

〔資料説明〕 (小野)

脅問が若干出された｡ (略)

(文音 研究部員会議議長団)

十256-



資 料 リ ス ト

1. 数理研と基研の研究計画表 (議題7)

2･ 全国の主な理論物理学研旭室閥の人事季流に関する調査 (議題 11

(21)

5.科研費の件 (議題15)

al素粒子論懇談会に於ける討論か らr

bう来年度,D物性論研 究鹿について

C)学術審議会第2回縫合報告 二京都新聞より-

d--ト ｢科学研究費補助金運用上の改善について ,の中間報告 (こん な

資料 その 1とtて既に配りました｡

4. 祖覇助手について (議題 10)

5. 基研の大学院問題 一京大大学院研究科会議規定案- (議題12う

6. 昭和 42年度共同計算料 (議題 4)

7.司会私立大学閲の移動に伴 う問題 (議題 11 (.'1,H

8.共同利用研究所のあり方について (議題 15)

この内2 ｢全国の主な理論物理学研究所の人事交流に関する言,･･pgl査｣および

7. (竃公私立大学間の移動に伴 う問題を以下に掲載致 します｡他の資料 参

照 ご希望の方は ,基研共同利用事務室までお申し出下 さい｡

全員の主な理論物理学研究室間の人事交流についての調査

この調査は今年 10月餅めに ,研究部員会議猿島団の名で ,全国の主な理

論物理学研究室に依頼 されたもので ,内容は次のようなものです ｡～

｢貴研究室のスタ ッフとして在任 している方 々 (現在おられる方は勿論 ,

過去 10年の間に在任されたこと､のある方も含みますO)に関して ,以下の
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要項にお答え下さい｡

① 出身大学名 とその事業年度 (学部,大学院)

頑 責研究室に着任される前の所属大学 (または機関)名 とその官職

③ 責研究室 の在任期間とその官職

(官職の異動,長い休職 もご記入下さい~)

④ 転任先とその官職

以上の掴査を回収 した上,以下の ように詞査 その 1.その2の表にまとめ

ました ｡

なお,表中 移動画数 とあるのは,上EL]J･:31)～ ④ の調べの範囲円であ

って,実梓はそれ以上移動 している可能性があ ります O また,1途 中での昇格

回数 は調べている,､研究室内での昇格の回数を意味 します｡
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調 査 そ の 1

(a) 素粒子 ･原子核 関係

A ･教授 B ･助教授 C･講師 D ･助手 (教務 員 ､副手 とい う資格 で事実上､研究 に携 わ ってい る人 を含む)

表 中の文字 は人数 を表 わす ｡

大 学研 究 室 名 回 答 者冶 人 数-く)は現 在 数 所腐機軸が出身大学 と 移 動 回 数 =- 在 任 期 間 途 中 で の 昇̀ 格 回 数同 じ人 異 る人 0回 1回 2回 す 回 10年以上 10年未満5年以上 5年未満 0回 1回 2回 5回

~北ち li i9) 12 5 6 9 ~2 0 4 7 5 10 I; 1A S t2) 1 2 1 1 1 0. 2 1 0 1 2 O 0 ~

㌔ 理 B b i4ー 4 2 5 2 1 0 2 4 0 1 4 1 ~0
理 D B i3) 7 1 2 6 ロ _0 0 2 5 8 ∩ ∩

A 5 i2) 2 1 2 0 D 1 2 _1 D 1 J 1 1

北 物 ら 5 (3) 1 2 1 1~ 1 -_D 1 1 7 _2 1 ロ 0

大 理 C 0 U 0 0 ロ 0 C 0 ロ 口 0 0 fj 0
D 7 (4) 5 4 5 2 2 ロ 1 1 5. 6 0 ~1* 0

栗 原 工 4 i3) 1 5 1 1 2 -~D 0 0 4 4 0 0 0 ~A 1 (0) 0 _1 U 0 1 ･ロ J P 1 1 ∩ 0 'O

大 破 学 C 0 0 0 0 D､ 0 り 0 0 0 0 U 0 8

D -2 (2'I 1 1 1 1 0 ･0 0 0 クゝ 2 fl ∩ ∩

英 文 占.141 1 5 0 4 2 0 1 5 2 5 2; 0 ∩ ..A 1 (1) a 1 0 0 1 I,0 0 1 0 0 1 0 0

城 日 1 (明 0 1 0 - 0 て 0 0 1- 0 ロ 1 0 0
大理 C 2 (2) D 2 0 2 0 0 0 1 1 1 1 O ロ

D 2 (1) 1 1 Lj 2 0 0. 1 D 1 2 ロ 0 0
埼 撃 9 (7) 0 ー9 白 5 6 u 5ー □ 6 6 2 1 CA 4 (2) ロ 4 一〇 1 5 O_ 5 0 1 2 1 1 0

C ロ D ロ 0 0 0 -_0 G 0 0 〇 0 0 ･_Gp
D l il) G 1 0 1 ロ 二≡_o D 0 1 1 0 ロ

乗 物 19 (181 15 4 4 ll 5 -1 占 6 7 15 . .< 1 n

大 B 5 (-3) 5 □ 1 2 0 十〇 2 1 0 0. 2 1 8

理 理 . C l t1,I 1 0 0 1 0 .0 0 C+ 1¶ 1 0 ~0 0_

米

技

術

補

佐

員

↓

助

手
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大 学研 究 室 名 回 答 者総 人 数()は 現 在 数 所属機関が出身大学と 移 動 回 数 在 任 期 蘭 t 途 中 で の 昇 格 回 線同 じ人 ･異 る人 U 回 1回 2!可 i 回 10年以上 10年未満5年以上 5年未満~ ･U回 1回 2回 S L]dl

A 2 i2二l 2 0 1 1 ロ 8 2 0 0 1 1 0 0

･大敬 a 6 (5) 4 2 1 4 1 ¢ 0 2 4 4 2 0 0

養 理 Cf0 0 _□ 0 0 0 ･三o 0 0 0 0 0 0 ∩

A 5 (2.1 5 ロ D 0 2 一 0 2 1 5 oI P ロ
子所 C U 0 0 0 ロ D, ･0: 0 0 0 0 0 0 . 0

D 7 i3). 2 5 0 5 5 A( D 0 7∫ 7 0 0 rJ

束 理工 嘉 19~Lt'9) 6 15 2 占 10 =1 5 4 1.2 1.8 1 ロ U-u 2 0 0 2 8- 0 1 1 2 . 0 □ U

大 理 0 0 冒 0 ロ -_p ロ 0 D 0 口 u ロ
占 9 2 6 6 ー~̀-1 1 5 ll 15 0 8 0

教 物 B S Li3) 〇 5 2 1 ･.0 ■ー 1 1 2 .1i 0 0

育 C 1̀ (ij)I 1 0 ロ て 0 ミロ 1 U 0 0 1 O 0
大 理 D 10 (3) 2 8 十 5 ･卜5 主 0 ■2 8_ 10 D 0 a

A 1 (1) 0 1 U ロ 1 一,p 1 0 0 0 1 0 0

戯_⊥▲ユ ∠ B 5 (2_～ 0 5 0 1 2 甘 ､ 2 1 0 5 D 0 0
完 C O 0 0 0 0 0 b ._ J 0 0 _0 D 0 0

漢 D 5 (2~ー 口 5 0 1 5 ･′1 2 1 2 5 0 0 ･0
日理 18 姻 0 ー 18 U ll 6- ･.~1 4 4 10 7 10 1 U

A 2 (1) 0 2 .u て O 仁 1 1 D 1 1 0 0

工.物 a 5 (4) 0 5 0 5 2 8 ー 1ー O 4 2 2 1 L)

大 理 O 7 t6) 0 7 0 5 2 P 2 5 ■2 1 6. 0 0

D 4 (2l u ~4 0 2 2 白 0 0 4 5 1 -0 ロ

日習 8 (8) 0 8 0 占 2 0~ OJ 0 8 . 7 1 0 0

耳 C 2 (2) 0 2 0 2 0 七 01 ロ 2 2 D 0 0
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同 じ人 異 る 人 . U回 ー 1回 2回 申 甲 1〔J年RJ上 10年未満5年以 ヒ 5年未満 U回 1回 2回 5回

A 2 (21 0- 2 0 1 1 -.や 0_ 2 0 1 1 白 ロ

C 0 (8ト 0 D 0 Ù ロ ∴¢_- ロ 0 -0 ロ ロ 0 0
D 1 (1) ○ 1 0 1 0 ･t) 0 0 1 1 0 ロ 0

東木- 5 13) 5 0 ･5 0 0 サ 2 ′5 0 1 4 7 C 0A ー 1 (1) 1 LJ 1 u 0. P: 1 0_ 0 D 1 0 - 0
理 研 C. D 0. nLノ 0 0 D i O . J _0 0 0 0 0

D -4 (2l 4 0 4 J リ _白 1 5 0 4 0 □ 0

A 4 (3) 0 4 0 5 ~0 1+ 4 0 0 1 5 リ u

,B _5 (4) D 5 0 4 1 0 2 5 ロ 1 4 0 0
理 埋 C 5 (1) 0 5 u J 5 @ 0 0 ~ 5 5 0 0 □

早 理̀柄田 7 (6ト 5 ､4 2 1 4 p T 1 2 4 a 1 0 (J

A 5 ~(3) 1 2_ ロ 1 2 0 1 1 1 5 J 0 0

ら 2 (1) 0 2 0 ロ 2 臼_二 0 1 1 2 01I･J 0 ロ

大 工 C 1 11) 1 ロ 1 Ll 0 0_ 0 U 1 ロ D U

D 1 叫 1 0 1 ロ 0 -q 0 ロ 1 1 0 ロ

i 金 理沢 論 9 (6) D 9 O 2 6 十 4 I 4 占 1 2 L;A 5 (3) a ド〇 0 □ 4 仁 4 ■0 1 2 1 _2 U

Fl-大 物 a 4 (8) 8 4 D 2 2 0 0 1 5 4 U 0 0
D ! 0 0 0 D 臼 D -O_ 0 □ 0 0 0 ll ∩

塞大 2 9 ldg) 15 14 7 17 5 ~ロ 5 1.日 Jl4 19 7 _1 2A 5 13) D_ ZJ D 2 て 0 2. ･1 ロ 2 0 ロ -1

理 B 6 i3) 2 4 1 -2 5 _0ー- 2 2 2 2 2 1 1

物 C 1 (0) □ 1 D 1 .0_ ･~01 1- 0 ロ 0 1 0 0
理 D 19 (123 15 6 6 12 1 0: 0 7 12 15 ! 4 0 ロ

名 1 0 (8) 2 i[ 8 ロ 5 5 -2ー 0 2 8 9 1 ロ ロ

大 A 2 f:ll 0 2 ~0 1 8 1-'-+ 0 1 1 1 0 0 0
プ B l t1ー 0 1 ロ 1ー ~0 戻 0 0 1 1 0 0 ロ
ラ c D 0 0 0 0 0 oこ 0 D u 0 0 0 0
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(bJ 物 性 関 係

A.教授 B .助教授 Cl.講師 D.助手 (教務 員 ､副 手 とい う資格 で事 実上研究 に傍 わ 1ている人 を含む )

資 料 Llス ト

大 学研 究 室 名 回 答 者繰 入 数日 )は 現 在 数 所属機関が出身大学と 移 p 動 回 _敬: 】 在 任 期 間 途 中 で の 昇 塵 回 数同 じ 人 異 る 人 0 回 I 1回 2回 ~75 回 10年以上 105等志望ー5年未満 0回 L l回l 2回ti5回
節 4 ,i.3∋ 0 4 ロ 22 O 2 1 ! 1 葦 ｡ l S 葦 1 0

A ∫ 1 (i) ,0 1I 0 10 _u 1 0 0 0 1 i o ○

渇大翠(哩) aCiコ 5 (.2モ∫ L) ! 5it ｣ 12 0 て 1 1 U 2 皇 1 O ti

東北大学 ~壬t上をi 工 , ,12 は27) 8 4 1 75__1 〇 1 ll 12 LT u 亡

一三日 ;芸:C-Clー4 IpL射 -5 1 ｢ 11 1 J 一 口 4 4 D L □学部 2 2 ロ ZJ1 ロ 口 ∃ 1≧iiD irj 5 4 Ll Ll {-1

5 1 u ≦5ll ･;3 4 4 亡2 . Ln) .Lt
三埋 12 r:6) 7 F; 5 512LC 2 1 圭 9 10 〇 1'､U
∴ 2 (2二〕 1 1 1 1 0 D 1 ロ 1 1L 110 0 u翠部 arー1 2EJ1) 1 1 1 1 □二~○ 1 D i 1 1I コ illi
しノTj 8i3)l 5 - 5 5 5 2 D I o 1 7 JtS. I D □

竃研/-_二ご 2(2L-,, u 2 0 H⊥ ーJ 一一 J 0 1 て 2 D . 0 u

Jl ~ーLl) D 1 Lr1 0- 1 ○ ド 1 J 1i1 ∩ ･d 0Ji
還 究信 所 i?I,CD! 1lll 0 1 0 Ai O- J O J D 1 ○ 0

東 謹 10 i6) 8 2 2 ■ 5 5 一 5 2 5 6 _4~00A 2 (2.! 1 1 1 0 1 _0 2 C 0 コ 20ロ

i戻至 大を 学 .学部 ii 2 (1irlLノD 占 (3) 1 1p-iU ロ ーI 1 0 1i 0 1 0 200
6 1 4 1 】口 if G 蔓 2 4 占 ロ 0' 0

F敬 15 [10) 12 1 2 7 4′ 1 4 暑 さ 6 10 2 1 _lJA 4 三二.4) 5 1ノ 1 十 2 .ロ 5 0 1 1 ~2 1- 0
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資 料 リ ス ト

大 学研 究 室 名 回 答 者-総 人 数()は 現 在 数 所属機蘭が出身大学 と 移 動 回 数 在 任 期 間 途 中 で の 昇 格 回 数同 じ 人 丁 寒 る 人 0回 1回 2 回 '7桓l 10年以上 10年末滞5年以上 ー5年未満0回 1 回 2 回 5回

重 工 19 (13) 18 1 5 10 6.- 二〇 4 5 lLl13 4_ 5 圭 2A 4 (3) 4 ロ 1 ′1エ_ 1 0 4 0 0 1 0 1 2

学 部 (3 5 (3) 5 ロ O 51 0 -__0 0 1 2 0 5 じ 0

0. 9 (5) 9 0 2 4 5 ∴□ 0 1 8 9_ 0 Ci 0

A 5 (4) 4. 1 ロ J 4.t .1_ り ! 4 1 4′ 書 10 8 O

d E:4)≡ 信 5 5 ロ 1 4 ･1 U 5 . 1 6 0 D9 8 0 -6 9 ∴2 0 4 75 170りJ

[東大京 学墓室 1d iil) 5 15 2 6 7 1 6 占 ,4 1-21 5 J

｢㌃1｢ ｢音 = 4 0 1 2 ~1 5 1 0 1 0 5 ｣

B 2 121 ○ 2 D 1 1 山 ロ 1 て ′~ヽ∠ 01l_ロ 01 ∩
c l ril) 0 AI 〔〕 0 1 O - .□ 1 iJ 0. E3 口
D- 9 (5卜 .ら 占 2 4 5 .0 5- ≡J 5 9 0 0

草..U､ 8 t'7) 5 5 5 1 5 1 4 2 2 1 4 5 rlLJI_I. 2 [2ー 0 2 ロ a 2 -0 J2 0 汁 0 1 1 0

戟育 Fi 4 (3) 1 5 .1 1 1 -1 2 1 1 0 2 2 CY

円大 a 1 lrlj 1 コ 1 0 0 0. 0 1 L] D 1- P J

(遍) D 1 .:1) 1 D 1_ 0 0 臼 0 Oi 1 1 A.O ロ ,'1､J

都立 15 !8) f 2 71 2 5 6 -2 . 0 占 7 i｣｣5 L] □ 0
A 2 i21 0 2 0 O 2 I_.u 0 1 ri 2~ J l L2 u

~云 13 5 を2㌧ 0 5_ 口 1 1 1 0 2 1 5 0 Cl U

(.痩)_ UJlD 8 i二4) 2 6 2 ~2 5 ~1 じ 5 5. 51＼J ○ CI D

日理# I .大 学 10 判 1 9 0_ 5 5 :0- 1 2 7 7 2 1 0
A 0■ 0 0 U 0 0 O 0 D 0 0 ロ 0 □
畠 2 く2, 0 2 u 1 1 0 D 1. 1 ㍗ l O し

学 部 C 2 (21 D 2 0 2 □ 0 1 1 0 0 1 1 0
D 6 (3) 1 5 l O 2 4 10 0 0 占 6 O D 〔ト

早 i棉 5 !.5) 1 4 ‡ 1 2 2 -0 2 5 ○ 一1 2 圭2 □

田■大学(理耳) B 2 亡2事′'｢LJD 圭 1 1 1 ~0 ! 1 ~o 1 1 0 ー0 1 1 0書 t
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資 料 リ ス ト

同 じ 人 異 る 人 U 国 1回 2回 ･5.-由 1P年以上 10年未満5年以上 5年未満 rj 回 1高 2-3 '7 5回

名古屋i 大仁 学事壬iI】ii ± 12 (9) 7 5 4 0 5 .5 00 2 10~ 9 5 0 d

翠 A 5 (2ー 一一､∠ 1 1 0 1 -1 0 ･1 2 2 1 0 0
部 C 1 il) 1 0 C 0 1 :O 0 ロ _1 ロ 1 0 0

~D 占 (p4) 4 2 5 D 1 ･2 0 コ 占 占. D. 0 0

二埋 1占 (6) 5 ll ~2 4 7′ 5 5 2 ll 14 1 1 0A. 4 L2.I 0 4 □ 1 2 ㍗ 2 U ･2 5 1 o~ 0
~学 B 2 (1j J ′■ヽ∠ ■ 0 ロ 1 _.1 0 L7 2 2 0 ーlLI 0

部 ,C 1 (1) p1 口 1 0 0 0 C 1 DJ 0~ 0 1 0

ド- ~̀一i･ 京 塵 2〔〕 (i3) 1~1 9 7 9. 5 1 ･2 9 9 19 i1 ∩ 0⊇A 占 ~(4) 2 ■4 1 5 2 U 2 .5 1 5 1 0 .0

.L 票 学学 部 a 5 (3) 2 1 1 215 0 Ll u □ 5 5 l 0 ロ D
C 1 (1〕 0 1 ○ リ ○ U 0 1 1 0 0 0

○ 日〕(.5) 7 5 5 1 -1 0 6 4 10 □ 0 0

召 5 lI-ll5 (1)L1, 仙 1 2 0 1 □ 2 0 1- 2 5 ｢｢U 0 D1 1J 0 2 2 .̀0 ロ 1 5 4 0 Lj D

I長 大i 坂 1[〕 .E.4) 6 4 4 2 5_ ･1 5 1 4 7 5 □ uA 2 !11 1 1 F 0 1 :.0 2 O 0 1 ･1 J ロ ､

i 太 ･.Li 2 潮 0 2 0 0 1 -十 1 ∩tJ 1 1 1 0_ D

苧 学 C S tf.2.1 2 1 1 1 1 G 1 1 1 2 1 0 ･b

妻慧大 丁阪 都~市 2 (2ー 0 2 ロ 2 U ･0 Ll 0 2 ∫)∠_ 0 D 0ABCD て iュ)1 (1) ･口-0 11 00 11 00 ロ,□_ Dd 00 11 11 UD _00 0ロ

⊥盲 iL大翠 工学部 5 (3) 0 5 J 1 1 1 ロ 0- ~5 ー1 2 ･D 0A1B■:Cf 1 榔 D ll 0 0 0_ 1 O 0 1. 0 1 01 D
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資 料 9 ス ト

･大 学研 究 室 名 回 答 者総 人 数()は 現 在 数 所属機関が出身大学と 移 動 回 数--1 在 任 期 .聞 途 中 で の 昇 格 回 数同 じ 人 異 る 人 U回 1回 2回 5_~申 10年以上 10年来港5年辺上 5年未満 U 回 1回 2回 5桓ー

大阪壁jL大(理) 4 E3) 1 5 1 2 1 @:,. 5 DD~o 1 2 1 0 1A良CD 21212 哩 1O 12 10 11 ロを1 -2ト 1 111 002 110 000 000.

ABCI) 2 (1) 0i i 2 a ロ 1 1 J U 2 2 0 0i t o

l lLl t15) 1 9 1 4 -5 1 Ol+ 2 5 盲 5 7 2 7 口t
.州 さ. 2 tl) 2 O D 2 O ~D.- 1 D. 1 1 ′1I O □

大翠(哩) ijCij 【4.421 5 1 .U 5 1 _0 0 2 2 2 1 4I □4 i2ー 4 0 4 ｣ 0 ~P 1 1 2 4 D u U

北海 d tF2.! 4 2 1 5 1 1 4 1 1 1 4 ∫ ○

AI~L .ar1i.)=% 1 Ll) 1 Tj U 1 .u .0 1 じ u J _D 1 D

計 【I

A 58(47) 24 54 t1 19 24 7-′ 27 14 17 52 16 8 ZJ

士 82(40) 26 5占. 6 24 25 9. ll 25 【 28 58 18 7 I 0
C 14(13) 8 6~ 5 7 4 _b 2 占 6 5 9 2 O

D.ll_5(56) 67 48 27 45 55 -ら フ .24 82 111 a (i 0 0
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資 料 リ ス ト

嫡 査 そ の 2

(a) D_C.をもっ大学の理学吾損こおける状況

素 粒 子 閑 係 研 究 室

大 挙 総人員 現 在員 項所属が 出身大学 と 在 任 胡 間
伺 じ人 異 る 人 Lt0年以上 5年以上 5年未満

】!匝立大学 北 天 一 三建 17人 9人 71% 29 % 24 % 41770 55%

東北 大 一 理 15 9 46 54 51 25 46

_東 大 . 理 19 1し 79 21 52 52 56

東工大 -. 痩 19- 9 52 占8 16 21 65

教育 大 . 二埋 18 10 17 85 55 17 5こi

名 大 . j理 29 1日 52 48 17 54 49

庫 大 . 一厘 22 15 77 25 2ラ 52- 41

阪 大 . 理 21- ll 52 4.きう_ 14 24 62

広 大 . 三豊 1[) ノC) 5□ 5□ 2D 50 FO

i九 .太 . 盟 8 24 25 75 58 U 62

lIi/-1 都立大 . 逮 9 5 □ lてOP .56 22 l 22

呈ムー私 日~天 ⊥理工 ,18 15 J Jiuu 22 22 5占

チ 大政市大 ,埋 ヅ 7 □ 1JD 占-7 0 55

物 性 姻 係 研 究 室

大 学 総 人員 主項座 員 鼻所..LfL-3ga,が出身大学 とl在任期 間
同 じ人 異 る 人 TJ年以上5年以 上 5年pJ

l寧立大i +北 大 .二虜 ()A 2人 67 % 55 洛I('i6 人 17 人 f 17

東北 大 ,二理 12 6 58 - 42 7fj 9 75

東 大 .〕埋 10 占 8L] 2u 5O 20 5〔j

教 育大 理 ti 7 58 62 50 I 25 25

名 大 .､座 1占 6 51 89 19 12 占9

奴 大 .倭 10 4 占0 4□ 5° 川 i 4u

九 大 .理 1｣ 壬 5 9D 1_u 2Ej ‡ 5□ 1 5u

公 都立大 .埋 15 ti 15 I 85 u 4.6 54

私=__▲._iL 日大 .理工 10 ア 10 90 1 10 2 0 7D

大_学 早大 .理工太上奴市大 .壁 52 52 20 8L] 40 巨 U _u10〔j

0 1_OJ Lj圭蔓 0
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資 料 リス ト

(b) 官職別 (D.C.をもつ大学の理学部のみノ

素 粒 子 ･原 子 核 銅 係

官 職 名 総 人 員 現 在 貞 曳所属が出身大学 と 在 任 期 間
同 じ人 妻盛 る人 ~10年以上 5年以上 5年未満

戟 .捜 4ロ人 51人 25% 75% 75% 10% 15%

_助 _教 授 55 58 54 66 _54 41 25

講 師. 17 14 24 76 24, 17 159

(C) 助手の出身大学 LD.C.をもつ大学U)み)

素粒子 ･原子骸関係 物 性 関 係

現所属が 出身大学 と r 二現所属が 出身大学 と

同 じ人 異 る人 同 じ人 輿 る人

北 大 .盟 7 1 0 -0
東 北t理 5 4 5 5

栄 ,大 .虐 9 5 占 Ll

工 大 .理 占 ~9 5 6

敏育大 .一理 2 8 1 0
名 大 .理 15 6 4 5

京 大 .理 11 1 7 5

阪 大 .理 占 5 5. 0~
広 大 .理 2 5 回数 な し

物 性 関 係

同 じ人 異 る 人 10年以上 5年以上 5年以上

奉 授 51ノし 24人 216% 74% 54% 2_5 % 25%

淘 教 授 55 21 56 84 -27 27 46

･準 師 9 8 44 5占 22 5占 22
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国公私立大学蘭の移動に伴 う問題

A.冶与 に魂する開通

1･法律上は, ｢一般職員の給与に関する法律｣ (給与法という,昭和41

年法律 140号改正)の舞d条および人事院規則 により定められ ることに

な-'ているO

(等級別資格基準 )

I2･ 人事院規則 9-d (初任給,昇格,昇給等の基準)

(最終改正昭和41年 !∠月∠1日)

弟6条で新たに瑚貞 となる者の職務の等級は,次の各号のいずれか一つ

の基準により決定するものとする ｡

一･その者机 或勝の等級 のいずれか-つの減産の等級に決定 しようとす る

場合は,その決定につき予め人事院の承認を侍 ることO (別表毎 日参娼)

別表第8条教育職俸給表 (-)等級別資格基準衰

i教 授 大 学 卒 59
12

i i ー 6 5

･.短 東 軍 6 5【L仙 9 12

i ■短~大~各-. 6Ii 0 9
由 ■主 ≡_大 学 卒~. 5 9

短 大 卒
-∩ ! 5

･.:_教 虜 機 具 ; ノ垂ら∴.i I
玉0

短 大 卒 ∴ 0 I

各項の左の数字 は,その等級になる必要経験年数,右の致字は次の

等級へ移る必要在破年数 を表わす｡
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凋 公 私 立 大 学 間 の 移 動 に 伴 う 問 題

二 . ≡ . 略

闇 , そ の 者 の 職 務 の 等 級 を 第 1 号 に 掲 げ る , 政 務 の 等 級 以 外 の 敬 啓 の 等 級

に 決 定 し よ う と す る 職 務 の 等 級 に つ い て , 細 則 に 産 め る 等 級 別 資 格 基 準

( Lr F ｢ 海 路 基 準 ｣ と い う ) に 定 め る 資 格 を 有 す る こ と O

以 上 に よ り , 例 え は 教 授 の 場 合 に は - 豆 該 当 す る こ と に な っ て い る が ,

昭 和 畠 9 年 1 2 月 2 8 日 絵 美 乙 第 7 4 亘 ( 最 終 改 正 昭 和 4 0 年 7 月 1 7 日

絵 美 乙 第 1 , 0 7 5 号 ) に よ り , 事 実 上 人 皐 院 と の 協 議 の 必 要 は な く な っ て

い る o ( 韓 別 の 場 合 に は 必 要 で あ る ) ( 詳 卿 ま 最 後 に 載 せ て あ り 草 す )

5 . 人 事 院 細 則 9 - 8 - 2 ( 初 任 給 , 昇 格 , 昇 給 等 ･:/) /実 施 細 則 )

鱒 8 条 ; 新 た に 磯 貝 に な っ た 者 (J) 経 輝 年 数 れ 決 定 し よ う と す る 職 務 の

等 級 に つ い て . 等 級 別 , 資 格 基 準 表 に 癌 げ る 必 要 経 験 年 数 に 達 し て い る と

き に は .. 規 則 第 6 条 第 L3 号 Oj 資 格 を 有 す る も U_) と す る O

弟 1 4 条 ; こ の 各 号 に 渇 げ る 者 か ら 引 き 続 い て , 新 た に 職 員 に な っ た 者

の 号 俸 の 決 定 に つ い て , 約 2 条 の 規 定 に よ る 場 合 は , 著 し く 部 内 の 他 の 職

員 と の 均 衛 を 失 す る と 認 め る と き に は , 約 2 条 の 規 定 に か か わ ら ず , ､ 予 め

単 勝 徳 島 の 蕃 謡 を 祷 て , そ の 者 の 俸 給 月 領 7:f 決 定 す る こ と が で き る ｡

( 昭 和 5 7 年 1 D 月 1 日 通 用 )

二 . 公 共 企 業 に 勤 務 す る 者

三 . 地 方 公 務 員

第 1 5 条 新 た に 職 員 を 痔 殊 の 技 術 経 験 等 を 必 要 と す る 官 職 に 藻 屑 し よ う

と す る 場 合 に お い て , 第 1 5 条 ま た は , 第 1 5 条 の ∠ の 規 定 に よ る と き

に は , そ の 採 用 が 著 し く 両 軸 に な る と 認 め ら れ る と き , こ れ ら の 規 定 に

始 ら ず , 部 内 の 他 の 職 員 と の 均 衡 を 考 慮 し , 予 め , 事 務 総 長 の 承 認 を 得

て 定 め る 基 準 に 従 い , そ の 者 の , 俸 給 月 感 を 決 定 す る こ と が で き る ｡

( 5 8 . 1 0 . 1 )

第 1 6 姦 1 . 規 則 第 6 条 轟 1 号 に 掲 げ る 職 務 の 等 級 に 決 定 さ れ た 職 員 の

俸 給 月 報 を 第 1 2 条 か ら 前 条 ま で の 規 定 を 適 当 し な い ｡ た だ し , 舘 1 4

条 ま た は 前 条 {j ) 規 定 に 該 当 す る 事 情 が あ る 者 に つ い て は , あ ら か じ め 事

務 鹿 島 の 承 認 を 得 て . 別 に そ の 者 の 俸 給 月 額 を 決 定 す る ･こ と が で き る ｡

( 昭 和 5 9 年 4 月 1 日 施 行 )
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国公私立大学間の移動に伴う間違貞

2. 略

5･ 規則第 6条 1号に掲げる職務の等級に決定 された職員の俸給月額 を第

12集から前条までの鄭 宝に準じて,決定 しようとするときには,予め,

単願総長'D承認を得 て行 うものとする(, (昭和 59年4月 1日雁行)

教育職俸給表の適用を受ける端点の職務の等級および俸給月額等の決定

について (給実乙74 給実乙 1,075)

法律.規則 .珊則.給実乙

給 与 法

8条

人事院規則 -可 細 J削

6条 8条｡14条
15条,16条

給 実 乙

1,6

別表 8

別表 16 (経験年数換算表)

a.遥 磁 年 金

国立大学教授 などの退職年金は ｢国家公勝 負共済組合法｣千国家公務員共

済組合の長期給付に関する施行法｣で決め られている. 昭和 55年 これ らの

法律が施行 され る以前の恩給は全部 この法律により,国家公務員共済組合法

による長瑚給付の通算退 職年金とい う形で支給され ることにな った O 現在で

は,いわゆる r恩給｣は全部上記年金 という形にな っているQ同様ljl形の通

算退職年金は,地方公務員共済組合,私立学校公務 員共済組 合から支出され

ている〇

その息 味,j)制度上では,これらの退職年金の蘭では,相違はあまりないよ

うであるO国家公簿義共済組合については組 合員であった頚髄, 20年 以上

のものについては,通算轍年金が支払われる一ことにな っているO 地方公務員

共済組合責であ った期間は,-上記国家公務 乱 共済組合員であっ∵た期蘭 を算

入することにな っている. また,その逆 も,算入す るこ･とにな 二ている｡

上の理由により,国立大学 と公立大学の閲の交流についでは,退職年金に

絹 しては特に不利な事態を招かない . しかし,私立大学の場合には,上記の

組合員であ った期間に算入 しないために,国公大学に在職 した期間か20年
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昂公私立大学間の移動に伴う問題

に満たない場合には,退職年金が受けられな くなる｡ このほかに,通算年金

というのがあり, これは ｢通算年金通則法｣という法律で定められている｡

これは各種の公的年金,それぞれについては老令年金退職年金を受け られな

いとき仁も合葬 した期閲を対象 として,上記年金を6L)才以上になったとき

に支払 うことに幽する-嘘的な単項 を示すも0､であ る｡

とめ公的年金は,国民年金まで含むものであるか ら, この通算年金につい

ての,国公私立に関係な く合算され るか,その金報 は非膚に少 く,国家公務

員の退職年金に比べれば レベルが低 い｡

例 として,次の二つの場合をくらぺる｡

私立にいた期間 鼠か ニト咋動 詞 長潮始.付の対象

1.0 15 退職-時金通 算 年 金虜 勧 年 金

以上のことから,緒論 として,私立大学に産威 した人が,適公立大学に移

る場合,･不利にならないためには,次の5つの方法か考えられる.

a.通算年金を現在の国家公虜員の退職年金制鑑に引き上げる o

b｡ 私立学夜教戒貞共済適合の組合員であ った副題も合算するよっに法律

を改めるo

c.大学 の教磯鶏を担公私立全部 まとめて.共済 組合をつ くるO

-この うち∂_紘,社会保障全般 の レベルア ップで理想ではあるが,多頭の予

算を腰 し,早急には実現できない｡

bが最 も実現の可能性はあるが ,逆に私立学校に 移 った場合にどうするか,

とい う問題 もお こるOまた,上記私立学廠共済･･-&合に入 っていない大学 の場

合には適用できない｡

C.は大学 と大学以外の間で交流す るときは問題がおこるO
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(5) 教育職俸給表の適用を受ける職員の職務の等級
および倦給月額の決定等について

還 霊孟三年志4207≡㌍ 絵美乙悪賢 篭7745芸Jl

国立学校設置法 (昭和 24年法律肇 150号)に基づ く国立学校 (附属の教

育施設お よび研究施設 を含む｡)国立養護教諭養成所および国立工業教員養成

所に勤務する教育職俸給表 の通庸を受ける職員 (以下 ｢教育職員｣とい うC,)

の職務の等級および俸給月額の決定等に●っいては,従来の基準 を整理 して昭和

40年 1月1日 (以下 ｢適用 日｣とい う｡)以降下記の基準により取 り孜 うこ

ととしたのLで通知 します (,

なお,-こ_の基準により類 い事情のあるときは,あらかじめ尊敬総長の承認を

得て行な うとともに.この基準の実施に当た っては,職員間に不均衡を生 じな

い ように十分配慮 し,適切な運用 を図 って くださいQ また,この基準の芙施に

伴い,昭和 52年給芙乙第 69う号 (地方公･虜員等 より扇立学校の教諭に採用

する総の号嘩調整について)お よび軒 車姶実乙第709号 (教育職竃の職務 の

等級等の決定について) は適確 日以降廃止するとともに.同年絵美乙第 800

号 (教育鞄俸給表 の通関を受ける職員の俸給月額等の決定について)について

紘,前記職 員には適周 しないこととします-O･

記

(敢務の等級の決定関係 )

'L 人事院の承認 を要する職務の等級の決定について .

次の表の覇権欄 に掲げる教育戦員の執務の等級 を,同義の職務の等級欄 に

掲げる職務の等級に決定 しようとする場合において,その者の経鞄年数が同

表 の必要経験年数欄に掲げる年数に連 しているときには.その者(J)当該敬務

の等級の決定につき.人事院規則9-8 (初任給.昇格,昇給等の基準)(以

下 ｢規則｣というLi)第 6条第 1号,第8条,第 15姦または第 14条の規

定による人事院 の承認があ ったものとみなす ｡ ただ し,教頭である教諭につ
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いては ,その者の勤務する学校の校長が併任 の嘘員をも ってあてることとさ

れてい る場合であ って {その昔が実質的に校長 の職務 を行な っており,かつ,

教諭として2年i)Zi上在職 している場合に限る ものとし'. 1校につき1名 とす

る ｡

I.俸 ∴-袷: 琴 職 種 職磯-の等級 必要経験年数

教育1職俸給表 (-) 大学等の教授 1 等 級 大学卒 1占年短大卒 .19年

教育矧俸給表 .(二) 佼長 串よび教頭である ･1L等 級 -大学卒-.1¢年 .

p教諭 ′ ･:.短大卒 14年 】

高等専門学校の教授 5 等 級4 等 級 大学卒 1年 '短大卒 .4年

･薮育職廃絶表 (由) 高等専門掌紋の働 教授 4'p等 醸5 ~ ■hrl-一寸 拾 .大学卒 〇年短大卒 5年

8. 公立 または私立の大学 または研究所に勤務す る教 員,研究員等から引き続

いて禦持守戦員 となった者の初任給等の決定の特例について

次に掲げ る者か ら引き続いて教育職俸給表 (-):).)講師 または助手に採用ま

たは配置喚 (以 下 r採用等｣というo)され た場合のその者の号俸 および次

期昇給期については,規則'第 15条および細則第 14粂 または寮 15条の規

定に基 つき,次 の各号に渇けるところにより決定することかできる｡

イ 俸給表(jj適用を受けない国家公教員

口 公共企業体に勤務 ㌻る者

- 常勤の 地方公務員

二 私立大学 ･'J)常 勤の教授,助教授,講師または助手

ホ 上記 ィ, ロおよび-に該当しない病院 または療養所の医師 (常勤のも

ー286-



参考資料 人事院規則9-8抜粋

の･に限 る｡)

へ 一上記ィ, ロおよびノ､に該当しない研究機関 (相 当程度の魂模を有する

研究所 または研究を担当する部局課に限 る､こ)の研究員まfLiは研究 を直

接担当するこれに準ずる職員 (常勤のものた限 る｡ )

- 教育職俸給表 (チ)の 5等級の講師に採用3'も'た場合のそ-の恵の号俸およ

び次期昇給期については,採用等の首の前 日か らその者に適用され る等級

別資格基準表 に定められた必要経験年数 (大学卒 6年,短大卒 9年)をこ

える経験年数に相当する期間 (覇間の計算は応答 日に よるO 以下 この項に

おいて同じ.)をさかのぼ った日 (その日が昭和 52年4月 1日以前 と､な

･るときは昭和 52年4月 1日)に当該官報に採用等 をしたものとし̀て仮定

計算 をした場合に,その採用等の 目に受けることとなる号俸 (第4項の表

に掲げる･号俸 をこえるとき豆は,その号俸 )および次崩昇給詞の範鼠内に

滞いて決定す るOこの場合において,その者か大学院修了者 (医大卒 を含

むo)であり,仮定計算の基礎 となる号俸が,その者を大学の助手 として

＼採用等 をした後に講師に昇任させたものとし七克則発 11条の規定を通庸

した場合に得 られる号俸 を下回 る壕合には,その号俸 とすることができるO

二 教育織俸給表 (-)の 4等級の助手に採用等をした場合のその者の号俸 お

よび次顛昇給期については,採用等の目の前 臼か らその者に適用され る初

任給基準表の学歴免許 敢樽後の経東年数 (開削 爵12条の競走が適用 され

る者については,同条.'=よる詞壷の対象 となる学歴取得後 の経験年数)に

相当する期間 をさかのぼ った日 (その日が暗箱 5∠年4月1日以前 となる

ときは昭和 52年4月1日).Iに深周等をしたも由 として仮定計算をした場

合に,その採 桶等の∈=ニ受けることとなる号俸 (第4項の蓑に掲げ る号俸

智と去るとき勘 そ0_7号偉 い給よび次期昇恰期の範囲鞘 こおいて決定す る.

三 Jt官有2号たよる場合におしJで部内の他の磯員との均衡上必要があるときは,

･昭和 512年4月1良に採用等 をしたものとして同 日の号俸 を決定するに瞭

;し,当時の滑剤 第 15条の規定3)滴用については第 4項の規定の例 に よる

ことかでき:･Lb｣ものとし,薗細則同条第 丁項本文中 ｢昇給期間の2分 の 5に

相当する期間｣とあるのを ｢昇盆期間の2分 の2pに相当する期間｣と読み

替えて適用することができるoiいとLの場合 において,当該細 別第 15条の規
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走の適用による調整の対象 とならなか った経験年数があるときは,その期

間 (その期間か 9月 をこえるときは･9月)の範囲内で壁間昇給の時期を

短縮 して計算することができる｡

西 前各号の規定を通庸するに際 してその者の有する学歴免許等の資格の取

扱 いについては.細則第4粂第 2項ただ し書 の規定にかかわ らず,その者

の有する鼻 も新しい学歴免許等の資格 (大学院の碍程を除 くo)に よるも

のとする｡ この場合において,その者の有する巌 も新 しい学歴免許等の資

格が高校卒以下の場合には,あ らかじめ個別 に事務総長の承認 を得 て行な

うもの とする ｡

7･ 人事院の承認を要する軍務の等級に決定 された場合の初任給 の取扱いにつ

いて

第 ì項 LJ7)規定に より職務の等級 を決定された教育職点のうち,同項の表の

必要経韻年数 をこえる騒験年数を有する者の初任給 については,細則 第 15

条:I))規定に準 じてその者の号俸 を次の嚢に掲 げる号俸の範関内で決定すると

きは,細別第 16条第5項の規定による事務総長の承認があ ったものとみな

す ｡,

俸 給 表 等 級 号 俸

教育織俸給表 (-) 1 等 級 12 号 俸

教育職俸給表 (二) 1 等 級 14 号 俸

8･ 農高号俸 また甲 つく列俸給 Fl客員を受ける職員が昇格 した場合の昇給期間の

短縮について

職藩 の等級の最高の号俸 または最高 UJ号俸 をこえる俸給月額 (以下 ｢わ く

列俸給 月報｣ とい うo)を受ける職員が昇格 し,規則鱒 11条第 1項第4号

の規定により昇格後oj号俸 を決定 された場合において,当該昇格後の最初の

昇給親閲について次:/)各号に鴇(ft.早期閲を短縮するときは,期則稀1.5粂第

暮号に よる人事院 の承認があ ったものとみなす O

- 規則第 11条第 '1碩第4号の規定により∵号俸が決定 された場合で,同条

同項第 5号串よび第 4号の頓定 に Liり当該号俸に決定 されることとなる号
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俸 またはわ く列俸給月額 (以下 ｢号俸等｣とい うO)が 1亘であるときは,

昇格 した日の前 日における号俸等 を受けていた期間に柵当す る期間 (その

期間が 12月 をこえるときは, 12月)
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